
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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２
０
２
６
年
４
月
末
、
自
民
党
の
国
会
議

員
団
（牧
島
か
れ
ん
元
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、

高
村
正
大
衆
議
院
議
員
ら
）と
と
も
に
韓

国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
行
政
の

先
進
事
例
の
調
査
、
②
安
全
保
障
・経
済

分
野
で
の
連
携
の
可
能
性
の
検
討
、
③
未

来
志
向
の
日
韓
関
係
を
築
く
た
め
の
議

員
外
交
の
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
世
界
の
知
見
を
踏
ま
え
、
日
本
の
強

み
を
活
か
し
て
政
策
を
実
効
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
は
、
私
の
重
要
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

《日
韓
の
共
通
点
が
広
げ
る
協
力
》

「未
来
志
向
の
日
韓
関
係
を
築
く
日
韓

外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、
日
本
と
韓
国

が
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
こ
と
を
改
め

て
確
認
。
両
国
と
も
資
源
に
乏
し
く
、
海

外
か
ら
原
材
料
を
輸
入
し
、
製
品
と
し
て

輸
出
す
る
こ
と
（加
工
貿
易
）で
成
長
し

て
き
た
国
。
米
中
の
間
に
位
置
す
る
と
い

う
安
全
保
障
上
の
環
境
も
似
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
共
通
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
協

力
は
単
な
る
友
好
に
と
ど
ま
ら
ず
、
互
い

の
国
益
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

歴
史
認
識
の
課
題
に
は
丁
寧
か
つ
率
直

に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
経
済
・デ
ジ
タ

ル
・安
全
保
障
の
分
野
で
前
向
き
に
連
携

し
て
い
く
重
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

《韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
進
展
》

視
察
の
中
核
は
、
韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
行

政
を
担
う
中
核
機
関
で
あ
る
国
家
情
報

資
源
管
理
院
（Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）、
知
能
情
報
社

会
振
興
院
（Ｎ
Ｉ
Ａ
）、
韓
国
地
域
情
報
開

発
院
（Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
）と
の
意
見
交
換
で
し
た
。

韓
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
省
庁
ご
と
に
分
散

し
て
い
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
段
階
的
に

統
合
し
、
現
在
は
４
拠
点
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
、
約
７
０
の
中
央
行
政
機
関
の
シ

ス
テ
ム
を
一
体
的
に
管
理
。
年
間
約
１
，

２
０
０
億
円
規
模
の
予
算
の
も
と
、
２
４
時

間
３
６
５
日
の
運
用
体
制
が
構
築
さ
れ
て

お
り
、
政
府
専
用
ク
ラ
ウ
ド
と
民
間
ク
ラ

ウ
ド
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
安
全
性
と

効
率
性
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
も
共
通
化
が
進
み
、
約

１
，
１
０
０
種
類
以
上
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
共
同
運
用
。
引
っ
越
し
の
際
に
は
、
運

転
免
許
の
住
所
変
更
な
ど
４
０
種
類
以
上

の
手
続
き
が
自
動
連
動
す
る
仕
組
み
が

整
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
「Ａ
Ｉ
国
民

秘
書
」に
よ
り
、
１
万
件
以
上
の
行
政
手

続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
案
内
・処
理
で
き

る
環
境
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
国
民
の
利
便

性
向
上
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

《日
本
へ
の
示
唆
は
「ま
ず
は
小
さ
く
始
め

る
」》

韓
国
側
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
「最
初
か
ら
す
べ
て
を
一

つ
に
ま
と
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
」で
す
。

ま
ず
は
国
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
か

ら
、
共
通
化
や
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
が

現
実
的
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た
と
え

ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
使
う
行
政
ア
プ

リ
を
わ
か
り
や
す
く
統
一
す
る
な
ど
、
小

さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

日
本
に
お
い
て
も
韓
国
の
「Ａ
Ｉ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
公
務
員
」制
度
な
ど
を
参
考
に
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

の
基
準
の
共
有
化
と
研
修
体
制
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。

《デ
ジ
タ
ル
は
安
全
保
障
そ
の
も
の
》

今
回
の
議
論
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
政

策
は
単
な
る
便
利
さ
の
問
題
で
は
な
く
、

安
全
保
障
に
も
直
結
し
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
サ
イ
バ
ー
対
策

や
デ
ー
タ
の
管
理
、
半
導
体
や
Ａ
Ｉ
と

い
っ
た
分
野
は
、
国
の
競
争
力
や
安
全
に

深
く
関
わ
り
ま
す
。
日
本
と
韓
国
が
協
力

し
、
ル
ー
ル
づ
く
り
や
技
術
面
で
連
携
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
安
定
に
も
つ
な
が
る

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

政
府
間
で
は
難
し
い
テ
ー
マ
も
、
議
員

同
士
な
ら
率
直
に
議
論
で
き
ま
す
。
今
回

の
成
果
を
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
の

規
制
改
革
や
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

日
韓
議
員
外
交
の
新
展
開

未
来
志
向
の
日
韓
戦
略



活動報告
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

韓国視察について

開会中も土日は、地元で活動しています。気軽にイベントなどにお声かけください！

毎月定例の早朝の清掃会で、皆さんと
一緒に豊橋駅周辺を清掃しました。
特にタバコの吸い殻が目立ちます。

ポイ捨てはやめて、ゴミは必ずゴミ箱へ！

牧島かれん元デジタル大臣、高村正大
衆議院議員とともに韓国の国会議事堂
前にて。

未来志向の日韓関係を築く日韓外交
フォーラムに参加。未来へ向けて丁寧
かつ率直な意見交換となった。

経済協力や安全保障についてなど議論。
北朝鮮による拉致問題についても意見
交換。

地方自治体のシステムが統合され、引っ越
しの際には運転免許の住所をはじめ47種類
もの情報が自動連動で更新される仕組みを
実現している。

国家情報資源管理院（NCIA）、知能情
報社会振興院（NIA）、韓国地域情報開
発院（KLID）との意見交換。

スリープテックについて、韓国試験認証研
究員（KTC）と意見交換。日韓で連携し、
相互認証を年内に軌道に乗せる予定。

韓国のスタートアップ企業A2Zによるソウ
ル自動運転バス。11のバス停4.8kmの循環
ルートを走っているそう。乗りたかったの
だが、時間が合わず残念。

ソウル市駅では構内改札を撤去。全列車を指
定席化し、罰則金の大幅引き上げ等により不
正乗車を抑止。IC化で車内確認のみで運用可
能に。効率性とコスト削減に大きく寄与。

イムジン川の向こう側は北朝鮮。拉致問題は、
時間的制約のある人権問題で、ひとときもゆる
がせにできない最重要課題。必ず解決するとの
意志を改めて固めた。

かつての清渓川は高架道路があり自動車が走
るドブ川だった。高架道路を撤去し、清渓川
を再生。作るだけじゃないインフラ整備や都
市計画のあり方について示唆に富む好事例。

1953年の休戦協定によって作られた国境。
韓国と北朝鮮とで離散したままの家族が
その思いを綴ったリボンがかけられてい
る壁。朝鮮半島の悲しい現実。

望遠鏡から北朝鮮の様子を見ることがで
きる。複数人で農作業をしている様子が
確認できた。
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